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福岡県結核・感染症発生動向調査解析委員会 週報 
 
 

  週報 令和６年－第29週（Ｒ６.７.15～Ｒ６.７.21） 
 定点報告数（〇：警報レベル、□：注意報レベル） １定点当たり 

病  名 
２４週 ２５週 ２６週 ２７週 ２８週 ２９週 

福岡県 全国 
２９週 

６／１０～ ６／１７～ ６／２４～ ７／１～ ７／８～ ７／１５～ ７／１５～ 

インフルエンザ ３６ ３８ ６１ ８６ ７９ ９４ ０．４７ ０．３７ 

新型コロナ感染症 ８６７ ９３６ １３３０ ２２３３ ２９５５ ３８４９ １９．４４ １３．６２ 

ＲＳウイルス感染症 ２８３ ３５７ ４１７ ５４９ ６６３ ５８８ ４．９０ １．６８ 

咽頭結膜熱 ９９ ９３ ７３ ５０ ６２ ４５ ０．３８ ０．５０ 

A群溶レン菌咽頭炎 〇９１６ 〇９６１ 〇９８５ 〇８３５ 〇８１５ 〇６７４ 〇５．６２ ２．３９ 

感染性胃腸炎 ６８６ ６９２ ５７６ ５７８ ５３１ ４１３ ３．４４ ２．８９ 

水痘 ３６ ２９ ２３ ４３ ２１ ２８ ０．２３ ０．１７ 

手足口病 〇７６７ 〇１０４０ 〇１１２３ 〇１６２６ 〇１６５３ 〇１３０３ 〇１０．８６ １１．７２ 

伝染性紅斑 ６ ３ ２５ ２ ０ ２７ ０．２３ ０．１２ 

突発性発しん ５６ ４６ ６２ ２９ ４７ ３８ ０．３２ ０．２６ 

ヘルパンギーナ ７２ １６０ ２０８ ３５７ ３４０ ３２１ ２．６８ １．９５ 

流行性耳下腺炎 １３ ５ １４ ７ ８ ２ ０．０２ ０．０４ 

川崎病（ＭＣＬＳ） １ １０ ４ １１ １ ５ ０．０３  

マイコプラズマ肺炎 ８０ ７０ ６９ １３３ ４９ １３３ ０．６７  

細菌性髄膜炎 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００  

無菌性髄膜炎 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０．００  

急性脳炎 ０ ０ １ １ ０ ０ ０．００  

急性出血性結膜炎 １ ０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０２ 

流行性角結膜炎 ２ ６ ６ ３ １１ ３ ０．１２ ０．４６ 

 

 月報 令和６年－６月（Ｒ６.６.１～Ｒ６.６.30） 

病  名 定点報告数 前月比 主な増加地区等 
１定点当たりの患者数 

福岡県 全 国 

性器クラミジア感染症 １２２ ８５％ 福岡64、北九州30 ３．３０ ２．５７ 

性器ヘルペス ４５ ８４％ 福岡24、筑後16 １．２２ ０．９１ 

尖圭コンジローマ １４ ４６％ 福岡10、北九州2 ０．３８ ０．５６ 

淋菌感染症 ３４ ６０％ 福岡19、北九州7 ０．９２ ０．７３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 総 評 

▽ 2024年第29週：R6.7/15-7/21は休日を1日含みます。新型コロナ感染症が10週連続増加で多発し今後
の動向に注意が必要。インフルエンザは増加だが定点当り0.47と少なく、キットではA型18人、B型0
人。RSウイルス感染症は多発が続き今後の流行に注意。A群溶レン菌咽頭炎も多発が続き、警報レベル
の報告数が続く。手足口病は第24週から警報レベル、ヘルパンギーナも増加傾向で今後に注意。 
夏期休暇が始まり、国内・海外の移動での感染症流行・拡大にご注意ください。 
検査定点医療機関には手足口病・ヘルパンギーナの検体提出をお願いします。 

 


